
し くちかしゅ 第
令和４年５月１日（2022年）

号242議会だより議会だより

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

桜満開の七ヶ宿ダ
ム公園

・新年度予算、昨年より増額で可決！
・町営バス使用料の年齢区分が変更
・ロシアによるウクライナ軍事侵攻に抗議する決議を可決
・スキー場老朽化の現状は・・・？
・公立刈田綜合病院調査特別委員会が設置



令
和
４
年
度 

予
算
の
総
額

令
和
４
年
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予
算
の
総
額

3　　　七ヶ宿町議会だより　242号 七ヶ宿町議会だより　242号　　　2

歳　　　入
（地方交付税で前年比 1億円増を見込む）

歳　　　出
（持続可能な町づくりに期待）

　町税でダム交付金が 646 万円の減額となりましたが、償却資産などで 721 万円
の増額となり、町税全体では前年より 92万円増の 4 億７千万円余りが見込まれ、
地方交付税では地方財政計画の見直し（増額）からに合わせ、普通・特別交付税の
総額が前年より 1億円増の 10 億５千万円が見込まれました。
　また、国庫支出金では社会福祉関連を含む民生費負担金などが 3,582 万円、鳥
獣害防止総合支援事業交付金が 4,636 万円、ライスセンター拡張事業にあてる地
方創生拠点整備交付金が 6,514 万円など総額１億 7,627 万円を見込み、県支出金
では民生費負担金や総務費補助金、農林業補助及び福祉関連交付金などを含め総額
9,843 万円が見込まれています。
一方、基金からの繰入金では世代間交流対策基金や振興基金、財政調整基金などか
ら総額２億 7,927 万円を取り崩して財源の確保と収支の均衡を図り、地方債（新
たな町の借入金）では過疎対策事業債や臨時財政対策債で総額２億 7,290 万円を
見込んだ予算額となりました。

　水稲の作付面積や受託数量の増加などから、投資的事業としてライスセンターの
拡張工事や有害鳥獣処理施設の新設工事が示され、老朽化した保育所の改築に向け
た実施設計への着手など、子育て環境の整備も計画されています。移住定住促進に
むけた担い手支援住宅整備事業も継続実施される予算となりました。
　以上のことから、投資的経費としては、歳出総額の 12.9％、３億 2,816 万円が
計上され、社会資本の充実とともに、産業の振興、雇用機会の確保、生活安定の確
保、移住定住の促進による持続可能な町づくりが期待されます。

令和４年度予算総額　35億 300 万円
一般会計 25億５,000 万円・特別会計９億 5,300 万円と、
前年度比２億 1,730 万円（6.6％）の増額となりました。

町　税
18%

地方交付税
41%

国県補助金
11%

基金繰入金
11%

町　債
11%

令和４年度
歳　入

25億 5,000 万円

その他
8%総務費

21%

民生費
12%

衛生費
9%

農林水産業費
18%

商工費
6%

土木費
10%

教育費
9%

消防費　3%

公債費
9%

令和４年度
歳　出

25億 5,000 万円

その他
3%

特

別

会

計

◆
国
民
健
康
保
険
（
事
業
）

【
１
億
８
９
０
０
万
円
】

◆
国
民
健
康
保
険
（
直
診
）

	

【
９
８
０
０
万
円
】

◆
簡
易
水
道

	

【
１
億
４
０
０
万
円
】

◆
町
営
バ
ス

	

【
４
９
０
０
万
円
】

◆
公
共
下
水
道

	

【
１
億
６
９
０
０
万
円
】

◆
介
護
保
険

	

【
２
億
８
５
０
０
万
円
】

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス

	

【
１
５
０
０
万
円
】

◆
後
期
高
齢
者
医
療

	

【
２
５
０
０
万
円
】

◆
七
ヶ
宿
ダ
ム
自
然
休
養
公
園

	

【
１
９
０
０
万
円
】

●
総
額【９

億
５
３
０
０
万
円
】

一般会計の財源構成（歳入）一般会計の経費別構成（歳出）
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5　　　七ヶ宿町議会だより　242号 七ヶ宿町議会だより　242号　　　4

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
矢
立
公
民
館
の
今
後
の
管
理
と

建
物
の
活
用
方
法
は
。

答 

総
務
課
長

　
今
後
の
管
理
は
総
務
課
に
て
行

う
。
移
住
定
住
関
連
も
含
め
て
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
今
後
検
討

す
る
。

問 
五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
賑
わ
い
拠
点
に
つ
い
て
、
人
員

確
保
対
策
は
十
分
に
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

答 

町
長

　

ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
（
コ
ン
ビ
ニ
）

に
つ
い
て
は
人
員
不
足
の
為
、
営

業
時
間
短
縮
と
い
う
形
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
雇
用
の
機
会
が
増
え

る
よ
う
、
労
働
力
の
調
整
、
雇
用

機
会
の
確
保
施
設
全
体
が
賑
わ
い

を
取
り
戻
す
た
め
の
事
業
が
展
開

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

主
な
案
件

・
専
決
処
分
の
承
認

・
条
例
の
改
正

・
条
例
の
廃
止

・
指
定
管
理
者
の
指
定

・
令
和
３
年
度各会

計
補
正
予
算

・
令
和
４
年
度一

般
会
計
予
算

・
令
和
４
年
度特

別
会
計
予
算

令
和
４
年　

第

１

回

定

例

会

（
会
期
：
３
月
２
日
～
11
日
）

◆�

各
手
続
き
時
の
押
印
が一

部
廃
止

【
内
容
】

　
一
部
の
条
例
で
定
め
て
い
る
押

印
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行

政
手
続
き
に
よ
る
業
務
の
効
率
化

及
び
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

◆�

商
品
券
の
配
布
を
行
い
ま
し
た

【
内
容
】

　
令
和
４
年
２
月
１
日
に
配
布
し

た
、
消
費
喚
起
及
び
家
計
支
援
商

品
券
配
布
事
業
を
専
決
処
分
で

行
っ
た
た
め
、
３
月
議
会
で
専
決

処
分
を
承
認
し
た
。

���

◆�

個
人
情
報
保
護
条
例
に
つ
い
て

　
国
の
基
準
に
伴
い

関
係
法
律
を
整
備

【
内
容
】

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
を
し
ま

し
た
。

◆�

町
長
等
の
期
末
手
当

（
ボ
ー
ナ
ス
）
を
減
額

【
内
容
】

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
０
・
１
カ
月

引
き
下
げ
ま
す
。

※�

昨
年
ボ
ー
ナ
ス
引
き
下
げ
相
当

額
は
本
年
６
月
ボ
ー
ナ
ス
で
更

に
調
整
。

◆�

官
行
造
林
地
保
護
に
関
す
る

条
例
が
廃
止

【
内
容
】

　
国
と
町
で
契
約
す
る
条
例
に
該

当
す
る
官
行
造
林
地
が
な
い
た
め

廃
止
と
な
り
ま
す
。

◆
矢
立
公
民
館
が
廃
止

【
内
容
】

　
七
ヶ
宿
町
公
民
館
矢
立
分
館
に

つ
い
て
、
利
用
者
が
少
な
い
た
め

廃
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◆�

バ
ス
使
用
料
の
年
齢
区
分
を変

更

【
内
容
】

　
年
齢
で
区
分
し
て
い
た
使
用
料

を
学
年
で
分
け
ま
し
た
。
６
歳
以

上
は
小
学
生
区
分
と
な
り
ま
す
。

◆�

担
い
手
づ
く
り
住
宅
に３

棟
追
加

【
内
容
】

　
七
ケ
宿
町
地
域
担
い
手
づ
く
り

支
援
住
宅
条
例
に
、
12
号
棟
、
13

号
棟
、
14
号
棟
が
新
た
に
追
加
と

な
り
ま
し
た
。

◆�

職
員
の
期
末
手
当

（
ボ
ー
ナ
ス
）
を
減
額

【
内
容
】

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
０
・
15
カ
月

引
き
下
げ
ま
す
。

※�

昨
年
ボ
ー
ナ
ス
引
き
下
げ
相
当

額
は
本
年
６
月
ボ
ー
ナ
ス
で
更

に
調
整
。

◆�

育
児
休
業
等
の
承
認
を
円
滑
に

【
内
容
】

　
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
相
談
体
制
の
整

備
や
職
員
の
育
児
休
業
に
係
る
研

修
な
ど
が
追
加
と
な
り
ま
し
た
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
消
費
喚
起
及
び
家
計
支
援
商
品

券
の
配
布
実
績
は
。

答 

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

　

対
象
５
９
９
世
帯
の
内
、
２

月
末
現
在
で
５
７
２
世
帯
で
95
・

５
％
配
布
済
み
と
な
っ
て
い
る
。▲矢立公民館

▲賑わい拠点全景

●	七ヶ宿町賑わい拠点施設の指定管理者の指定について
【提 案 理 由】
　七ヶ宿町賑わい拠点施設条例第 3号の規定により、指定管理者を指定するもの。
【名称・所在地】　七ヶ宿町賑わい拠点施設（七ヶ宿町字諏訪原及び一枚田地内）　
【指定管理者】　七ヶ宿町まちづくり株式会社
【代 表 者 名】　代表取締役　斎藤　一重
【期　　　　間】　令和４年 4月 1日から令和９年 3月 31日まで

賑わい拠点の指定管理者が決定しました賑わい拠点の指定管理者が決定しました
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7　　　七ヶ宿町議会だより　242号 七ヶ宿町議会だより　242号　　　6

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
公
共
施
設
の
水
栓
化
改
修
工
事

の
内
容
は
。

答 

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

　
ス
キ
ー
場
16
か
所
、
診
療
所
２

か
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
５
か
所
、

湯
原
診
療
所
１
か
所
の
不
特
定
多

数
の
人
が
利
用
す
る
手
洗
い
場
を

自
動
水
栓
化
（
セ
ン
サ
ー
式
）
に

改
修
す
る
も
の
。

問 

梅
津　
政
志　
議
員

　
元
気
な
地
域
づ
く
り
交
付
金
の

減
額
理
由
は
。

答 

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

　
各
地
区
の
申
請
額
の
減
額
、又
、

空
き
家
対
策
分
の
申
請
が
な
か
っ

た
た
め
減
額
と
し
た
。

問 

梅
津　
政
志　
議
員

　

複
式
学
級
に
つ
い
て
の
対
応

と
、
学
力
低
下
を
防
ぐ
た
め
の
対

策
に
つ
い
て
。

答 

教
育
長

　
来
年
度
は
複
式
加
配
の
教
員
は

配
置
さ
れ
な
い
。
学
力
向
上
に
つ

い
て
は
教
員
免
許
を
取
得
し
て
い

る
学
校
支
援
員
か
ら
の
協
力
や
、

学
年
担
任
で
な
い
教
員
が
個
別
に

授
業
を
行
っ
て
い
く
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
刈
田
病
院
の
財
政
状
況
と
公
設

民
営
化
へ
の
道
筋
は
。

答 

町
長

　
資
金
不
足
解
消
計
画
を
国
に
提

出
し
て
お
り
、
認
め
ら
れ
れ
ば
、

起
債
を
受
け
ら
れ
る
。
刈
田
病
院

を
存
続
さ
せ
る
た
め
、
議
会
と
協

議
し
な
が
ら
、
合
意
に
向
け
て
進

め
て
い
き
た
い
。

問 

村
上　
満　
議
員

　
新
年
度
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
募
集
内
訳
は
。
又
、
任
期
満
了

後
の
隊
員
へ
の
支
援
体
制
は
。

答 

町
長

　
現
在
は
８
名
。来
年
度
は
農
業・

林
業
・
陶
芸
・
ま
ち
づ
く
り
各
１

名
を
募
集
中
で
、
合
計
12
名
と
な

る
予
定
。

　
任
期
満
了
後
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
は
近
年
４
名
の
方
々
が

残
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
継
続
で

き
る
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る

問 

武
藏　
重
幸　
議
員

　
来
年
度
の
森
林
環
境
譲
与
税
の

執
行
計
画
は
。

答 

町
長

　
町
有
林
に
は
使
用
し
な
い
が
森

林
経
営
計
画
の
中
で
有
効
的
に
使

い
た
い
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
11
号
）

８
０
０
万
円
減
額

総
括
質
疑

総
括
質
疑

�

※
空
き
家
対
策
分
と
は
？

　

�

元
気
な
地
域
づ
く
り
交
付
金
の

対
象
事
業
。
１
事
業
あ
た
り
90
万

円
を
上
限
と
し
て
空
き
家
の
利
活

用
、
調
査
に
使
用
で
き
る
。

令
和
３
年
度

特
別
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

１
６
０
０
万
円
追
加

簡
易
水
道
特
別
会
計

６
４
０
万
円
減
額

町
営
バ
ス
特
別
会
計

５
０
万
円
減
額

公
共
下
水
道
特
別
会
計

４
９
０
万
円
減
額

介
護
保
険
特
別
会
計

２
０
０
万
円
減
額

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

１
１
０
０
万
円
減
額

予算特別委員会予算特別委員会
歳
　
入

問 

森
林
環
境
譲
与
税
増
額
の
要

因
は
。

答 

活
発
な
林
業
振
興
の
た
め
、

３
年
刻
み
か
ら
２
年
刻
み
の
見
直

し
と
な
り
、
令
和
４
年
度
は
増
額

と
な
っ
た
。

問 

基
金
か
ら
の
繰
入
額
が
多
い

予
算
編
成
で
は
な
い
か
。

答 

昨
年
度
と
比
較
し
て
予
算
規

模
の
増
額
に
対
し
繰
入
金
を
減
額

で
抑
え
て
い
る
。

　
目
的
を
も
っ
て
有
効
に
活
用
し

な
が
ら
適
正
な
基
金
残
高
を
維
持

で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

問 

原
発
に
よ
る
放
射
能
の
影
響

に
よ
り
シ
イ
タ
ケ
栽
培
が
で
き
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
見
通
し
は
。

答 

県
に
要
望
は
し
て
い
く
が
口

に
入
る
も
の
な
の
で
、
一
緒
に
考

え
な
が
ら
良
い
方
向
へ
進
め
て
い

き
た
い
。

歳
　
出

�

■
総
務
費

問 

関
係
人
口
拡
大
の
為
の
連
携

交
流
事
業
の
内
容
は
。

答 

ベ
ガ
ル
タ
ハ
ウ
ス
で
の
交

流
、
ダ
ム
公
園
を
ベ
ガ
ル
タ
運
動

場
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
、
コ

ラ
ボ
商
品
の
開
発
な
ど
を
検
討
し

て
い
る
。

�

■
民
生
費

問 

保
育
所
改
築
の
実
施
設
計
に

向
け
た
基
本
方
針
は
。

答 

保
護
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。
要
望
の
あ
っ
た
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
な
ど
を
考
慮
し
て
進
め

て
い
く
予
定
。

�

■
衛
生
費

問 

産
後
ケ
ア
と
聴
覚
検
査
事
業

は
独
自
の
も
の
か
。

答 

産
後
ケ
ア
に
つ
い
て
は
独
自

で
行
っ
て
い
る
。
聴
覚
検
査
に
つ

い
て
は
県
内
全
域
で
検
討
し
て
お

り
、
早
期
に
取
り
入
れ
た
い
た
め

予
算
計
上
し
た
。

�

■
農
林
水
産
業
費

問 

有
害
鳥
獣
処
理
施
設
に
つ
い

て
、
臭
気
対
策
な
ど
説
明
し
た
の

か
。　

答 

開
発
セ
ン
タ
ー
で
説
明
会
を

行
っ
た
。
臭
気
対
策
に
つ
い
て
も

了
解
を
得
て
い
る
。
丸
森
町
の
施

設
の
よ
う
に
天
井
を
高
く
す
る
予

定
。

�

■
商
工
費

問 

ゲ
レ
ン
デ
用
ト
ラ
ク
タ
ー
購

入
目
的
や
機
種
は
。
又
、
ス
キ
ー

場
専
用
と
な
る
の
か
。

答 

現
在
は
柏
木
山
牧
場
か
ら
借

り
て
使
用
し
て
い
る
が
、
故
障
が

多
い
た
め
更
新
す
る
。

　

傾
斜
も
走
行
可
能
な
ク
ロ
ー

ラ
ー
タ
イ
プ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
を
購

入
予
定
で
、
ス
キ
ー
場
だ
け
で
は

な
く
観
光
施
設
等
で
も
利
用
し
た

い
。

�

■
土
木
費

問 

町
道
大
深
沢
路
線
舗
装
工
事

の
内
容
は
。

答 

延
長
４
０
０
ｍ
、
面
積
は
１

２
０
０
㎡
で
あ
り
、
全
線
の
金
額

で
は
な
く
、
傷
ん
で
い
る
と
こ
ろ

を
優
先
的
に
行
い
た
い
。

�

■
教
育
費

問 

町
外
の
水
泳
施
設
利
用
は
何

回
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答 

小
・
中
学
校
と
も
に
３
回
を

予
定
し
て
い
る
。

▲ベガルタハウス
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予算特別委員会委員長報告（抜粋）

　本委員会は、3月 7日から 3月 10日までの実質 2日にわたり委員会を開催
し、執行部からは、町長以下会計管理者及び各課長並びに課長補佐等の出席を
求め、予算の全般的な事項及び内容について、詳細に審査を行いました。
　その結果、一般会計予算並びに８特別会計予算について、いずれも妥当なも
のと認め原案どおり可決することに決定いたしました。
　但し、委員会における意見として、地域医療については、町民が安心できる
対策と体制の確保。老人福祉施策については障害者対策や介護関係に更なる施
策を考慮願いたい。
　また、基金運用等なお一層、危機感を持って努力していただき、職員が一丸
となり、事業に対する考え方等、しっかりと整えて行っていく体制づくりを望
む意見がありましたことを申し添えます。
　最後になりますが、すべての施策は町民のためにあることを念頭に事業の執
行にあたられることを期待して、報告といたします。

予算特別委員長　吉　田　　　修　

議員の期末手当（ボーナス）を減額します
【内　容】　議員発議第１号として、0.1 カ月の支給割合の減額を提案し、可決。

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に抗議する決議案を可決
ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に抗議する決議

【決議書】
　ロシアは 2月 24日、ウクライナへの軍事侵攻を開始した。この軍事侵攻は、明らか
にウクライナの主権及び領土の一体性を侵害し、武力の行使を禁ずる国際法の深刻な
違反であり、国連憲章の重大な違反である。
　力による一方的な現状変更は断じて認められず、これは、欧州にとどまらず、アジ
アを含む国際社会の秩序の根幹を揺るがす極めて深刻な事態であり、断じて容認でき
ない。我が国はロシアに対して、より強固な経済制裁を断固行うべきである。
　よって、七ヶ宿町議会は、ロシアに対し、厳重に抗議するとともに、即時に攻撃を
停止し、部隊をロシア国内に撤収するよう強く求める。また、政府に対し、ウクライ
ナ在留邦人の安全確保及び我が国への影響対策について万全を尽くすよう求める。
　以上決議する。

七ヶ宿町議会　

刈田綜合病院調査特別委員会を設置
【内　容】　�議員発議第３号として、公立刈田綜合病院調査特別委員会設置に関する決

議が提出され、可決されました。
1. 名　　　称　公立刈田綜合病院調査特別委員会
2. 設置の根拠　地方自治法第 109 条及び委員会条例第 5条
3. 目　　　的　�公立刈田綜合病院の運営全般に関し、地域住民に対する、議会として

の説明責任をしっかりと果たすため調査研究を行うことを目的とする。
4. 委員の定数　議員全員
5. 現在の活動状況
　�３月 22 日（火）、早速今後のスケジュールについて話し合うため、公立刈田綜合病
院調査特別委員会が開催されました。

委員長
村
むら

　上
かみ

　　　満
みつる

副委員長
吉
よし

　田
だ

　　　修
おさむ

公立刈田綜合病院調査特別委員会

▲公立刈田綜合病院調査特別委員会
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区　分 行　　　　事 計 小計
定�例�会 議会定例会 8 8
臨�時�会 議会臨時会 3 3
協�議�会 議会全員協議会 13 13

委 員 会

議会運営委員会 6

21

総務文教常任委員会 2
産業建設常任委員会 2
議会広報特別委員会 7
議会改革検討特別委員会 1
地方創生研究検討委員会 0
公立刈田綜合病院調査特別委員会 1
予算特別委員会 2

研 修 会 議員研修会 0 0

区　分 行　　　　事 計 小計
議�長�会 県、仙南亘理議長会 3 3
監　　査 出納監査 15 15

団体議会
仙南地域広域行政事務組合議会 5

12白石市外２町組合議会 4
県後期高齢者医療広域連合議会 3

町内行事 町行事 3 3学校行事 0
団体行事 各種団体行事 8 8

合　　　　　計 86

自：令和３年 10月１日～至：令和４年３月 31日
議会活動状況議会活動状況

　去る2月10日、ふるさと振興課から日野課長・木村補佐を説明
員として「七ヶ宿スキー場老朽化の現状について」調査を行いました。
　第１から第４まで 5つのリフトが設置されているが、第２リフ
トのA線はグラススキーの廃止により現在運行されておらず、又、
第４リフトは中間にある監視カメラ故障と、スキー場のスタッフ不
足により運行されておりません。
　中央コースと東チャレンジバーンの滑走を望むスキーヤーは多い
と聞きますが、監視カメラの修理には多額の費用を要することから
修理のめどはたっていません。各リフトについては定期的な修繕が
行われており、当面運航には問題ないものと感じました。夏のゲレ
ンデ用トラクターは以前、町営牧場で使っていたもので老朽化が進んでいたが更新計
画があるとの説明でした。
　人気のキャンプ場の増設や、山の遊び館などの利用についても様々な意見が出され
ました。スキー場施設全体は老朽化が進んでいますが、しっかりメンテナンスを続け、
町民の体力向上と町にとって冬の観光の代表でもあり長く続くことを願い報告といた
します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業建設常任委員会　　　　

委員長　梅　津　政　志　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
の
報
告

「七ヶ宿スキー場老朽化の現状」
令
和
４
年　

第

１

回

臨

時

会

（
会
期
：
１
月
14
日
）

　
令
和
４
年
１
月
14
日
に
開
か
れ
た
臨
時
会
で
は
、
専
決
処
分
２
件
と
令

和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
が
審
議
可
決
。

問 

渡
部　
英
幸　
議
員

　
汚
泥
処
理
の
機
械
の
老
朽
化
に

つ
い
て
、
応
急
的
な
修
理
で
対
応

す
る
の
か
。

答 

農
林
建
設
課
長

　
こ
の
機
械
は
、
26
年
ほ
ど
経
過

し
て
い
る
。
修
理
で
は
な
く
取
替

え
と
な
っ
た
。

問 

梅
津　
政
志　
議
員

　
豪
雪
下
に
お
け
る

地
域
経
済
活
性
に
つ
い
て

①	

原
油
高
騰
の
状
況
を
踏
ま
え
、

早
急
に
支
援
が
で
き
な
い
か
。

②	

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
酪
農
家
の
経
営
が
大

変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る

が
、
町
の
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ

で
あ
る
酪
農
家
へ
の
支
援
は
。

答 
町
長

　
豪
雪
下
並
び
に
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
本
町
と
し
て
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
を
ど
う
や
っ
て
守
っ
て

い
く
の
か
町
と
し
て
関
心
を
持
っ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い

事
業
と
認
識
し
て
い
る
。

　
で
き
る
だ
け
公
平
に
酪
農
家
支

援
に
つ
い
て
も
、
関
係
す
る
酪
農

団
体
、
他
自
治
体
と
の
間
で
調
整

す
る
こ
と
も
必
要
。
情
報
等
を
集

め
て
、
で
き
る
だ
け
効
果
の
あ
る

よ
う
な
支
援
策
を
考
え
た
い
。

◆�

子
育
て
世
帯
へ
現
金
給
付

【
内
容
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
の
影
響
を
受
け
た
方
へ
の
支

援
策
と
し
て
、
国
か
ら
の
交
付
金

を
見
込
み
、
令
和
３
年
12
月
に
10

万
円
現
金
一
括
給
付
。

６
３
０
万
円
追
加

◆�

水
道
管
の
移
設
工
事

【
内
容
】

　
八
合
地
内
の
基
盤
整
備
事
業
で

水
道
管
移
設
工
事
が
必
要
な
た
め

増
額
し
ま
し
た
。１

５
０
万
円
追
加

◆�

非
課
税
世
帯
へ
も
給
付
金

【
内
容
】

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）
で
住
民
税
非
課
税

世
帯
へ
10
万
円
の
臨
時
特
別
給
付

金
を
給
付
。

※�

補
助
金
は
事
務
費
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

２
７
７
０
万
円
追
加

◆	

下
水
処
理
浄
化
セ
ン
タ
ー

修
繕
費
用
不
足

【
内
容
】

　
一
般
会
計
繰
入
金
よ
り
浄
化
セ

ン
タ
ー
修
繕
費
用
不
足
分
を
追
加

１
５
０
万
円
追
加

コ
ロ
ナ
や
豪
雪
被
害

へ
の
支
援
は
!?

▲梅津　政志　議員

梅
津
議
員
が
緊
急
質
問



一
般
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問
　
渡
部
英
幸 

議
員
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議

案

の

審

議

結

果

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
、

在
職
が
11
年
以
上
の
た
め

令
和
３
年
度

仙
南
地
方
町
村
議
会
議
長
会

自
治
功
労
者
表
彰
功
労
者
と
し
て
、

副
議
長
の	

今こ
ん

野の

三み

喜き

男お	

氏	

が

受
賞
し
ま
し
た
。

自
治
功
労
者
受
賞

自
治
功
労
者
表
彰

議案の審議結果議案の審議結果
【表の見方】　○：賛成　×：反対　欠：欠席　早：早退　議：議長　退：退席　除：除斥　投：投票　※議長は採決に加わりません

会
議
名

議案番号 議　案　内　容 議決月日 結果

議員名

掲
載
頁

1 2 3 4 5 6 7 ８
渡
部　
英
幸

五
十
嵐
敏
夫

吉
田　
　
修

梅
津　
政
志

武
藏　
重
幸

村
上　
　
満

今
野
三
喜
男

管
原　
研
治

令
和
４
年

第
１
回
臨
時
会

第 1号 専決処分の報告及び承認を求めることについて（令和 3
年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第 8号）)

令和 4年
1月 14日 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P11

第 2号 専決処分の報告及び承認を求めることについて（令和 3
年度七ヶ宿町簡易水道特別会計補正予算（第 4号）） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第 3号 令和 3年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第 9号） 〃 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第 4号 令和3年度七ヶ宿町公共下水道特別会計補正予算（第3号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

第 5号 専決処分の報告及び承認を求めることについて（令和 3
年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第 10号））

令和4年
3月 4日 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P4

第 6号 七ヶ宿町表彰条例等の一部を改正する条例の制定について 〃 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第 7号 七ヶ宿町個人情報保護条例の一部改正について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第 8号 町長等の諸給与条例の一部改正について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第 9号 職員の給与に関する条例の一部改正について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第10号 職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第11号 七ヶ宿町公有林野官行造林地保護並産物採取二関スル条
例の廃止について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P5

第 12号 七ヶ宿町町営バス条例の一部改正について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第13号 七ヶ宿町地域担い手づくり支援住宅条例の一部改正について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第14号 七ヶ宿町公民館条例の一部改正について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第15号 七ヶ宿町賑わい拠点施設の指定管理者の指定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第16号 令和 3年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第 11号） 令和 4年
3月 7日 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P6

第 17号 令和3年度七ヶ宿町国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第18号 令和 3年度七ヶ宿町簡易水道特別会計補正予算（第 5号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第19号 令和 3年度七ヶ宿町町営バス特別会計補正予算（第 1号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第20号 令和3年度七ヶ宿町公共下水道特別会計補正予算（第4号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第21号 令和 3年度七ヶ宿町介護保険特別会計補正予算（第 3号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第22号 令和3年度七ヶ宿町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第23号 令和 4年度七ヶ宿町一般会計予算 令和4年
3月 11日 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P7

第 24号 令和 4年度七ヶ宿町国民健康保険特別会計予算 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ‐
第25号 令和 4年度七ヶ宿町簡易水道特別会計予算 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ‐
第26号 令和 4年度七ヶ宿町町営バス特別会計予算 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ‐
第27号 令和 4年度七ヶ宿町公共下水道特別会計予算 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ‐
第28号 令和 4年度七ヶ宿町介護保険特別会計予算 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ‐
第29号 令和 4年度七ヶ宿町介護サービス特別会計予算 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ‐
第30号 令和 4年度七ヶ宿町後期高齢者医療特別会計予算 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ‐
第31号 令和 4年度七ヶ宿町七ヶ宿ダム自然休養公園特別会計予算 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ‐

り
、
避
難
訓
練
も
実
施
し
緊
急
時

に
備
え
て
い
る
。

問
衛
生
管
理
に
お
い
て
法
定

検
査
は
６
ヶ
月
に
１
回
行

う
が
、
そ
の
ほ
か
に
月
１
回
の
自

主
水
質
検
査
を
是
非
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
今
後
の
検
査
対
応
に
つ
い

て
は
月
１
回
浴
槽
全
部
の

お
湯
を
抜
き
清
掃
点
検
し
循
環
器

の
点
検
、
配
管
の
清
掃
の
回
数
を

増
や
し
て
、
指
摘
の
衛
生
管
理
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
「
や・す
ま
っ
し
ぇ
」も
オ
ー

プ
ン
し
て
３
年
経
ち
、
ま

だ
ま
だ
解
決
す
べ
き
問
題
点
が
あ

る
の
で
、
設
置
者
の
強
い
指
導
が

必
要
で
あ
る
。
経
費
を
賭
け
て
も

改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
町
と
し
て
指
定
管
理
者
と

事
案
を
確
認
し
、
お
客
様
、

町
民
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
施
設
運
営
を
心
が
け
た
い
。

▲や・すまっしぇ

▲ろ過施設

問
し
っ
か
り
し
た
衛
生
管
理

を
行
う
為
に
は
担
当
職
員

の
定
期
的
な
衛
生
管
理
研
修
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
施
設
を
良
好
な
状
態
で
運

営
す
る
た
め
に
は
研
修
は

必
要
で
あ
り
、
昨
年
は
研
修
し
て

い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。
今

後
も
研
修
や
調
査
等
を
継
続
出
来

る
よ
う
支
援
す
る
。

問
近
年
、
自
然
災
害
が
多
発

し
て
い
る
の
で
衛
生
管
理

や
緊
急
避
難
な
ど
、
施
設
内
で
の

事
故
等
に
素
早
く
対
処
で
き
る
マ

ニ
ア
ル
の
作
成
を
義
務
づ
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
指
定
管
理
者
に
お
い
て
は

各
施
設
ご
と
に
火
災
、
震

災
、
そ
の
他
の
災
害
に
も
対
応
で

き
る
マ
ニ
ア
ル
を
作
成
し
て
お

問
設
置
者
で
あ
る
町
は
「
や
・

す
ま
っ
し
ぇ
」
の
指
定
管

理
団
体
に
対
し
、
衛
生
管
理
や
感

染
症
対
策
な
ど
の
自
主
管
理
を
指

導
し
て
い
る
の
か
。

答
施
設
の
設
置
者
で
あ
る
町

の
役
割
を
総
合
的
に
見
極

め
、
指
定
管
理
者
と
連
携
し
て
必

要
な
対
策
を
講
じ
る
。

問答
指
定
管
理
団
体
に
対
す
る
町
の
指
導
は

指
定
管
理
者
と
連
携
し
て
必
要
な
対
策
を
講
じ
る

渡部		英幸		議員



一
般
質
問
　
吉
田
　
修 

議
員

一
般
質
問
　
梅
津
政
志 

議
員

15　　　七ヶ宿町議会だより　242号 七ヶ宿町議会だより　242号　　　14

問
現
在
、
農
地
中
間
管
理
機

構
の
も
と
で
基
盤
整
備
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
近
年
に
な
い

豪
雪
と
な
っ
た
中
、
４
月
よ
り
水

稲
作
付
を
可
能
と
す
る
為
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て

い
る
の
か
。

答
降
雪
の
影
響
で
一
部
に
工

事
の
遅
れ
が
出
て
い
る
よ

う
だ
が
本
年
度
産
の
作
付
け
に
間

に
合
う
よ
う
、
県
、
工
事
事
業
者

と
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

問
豪
雪
は
森
林
伐
採
作
業
に

も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
チ
ッ
プ
原
木

と
な
る
未
利
用
材
の
安
定
確
保
に

対
し
、
町
と
し
て
の
対
応
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
毎
年
40
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

チ
ッ
プ
原
料
を
確
保
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
不
足
す
る
場

合
、
町
有
林
か
ら
の
搬
出
材
を
優

先
的
に
供
給
す
る
こ
と
も
検
討
し

た
い
。

問
個
人
か
ら
の
持
ち
込
み
木

材
の
買
い
取
り
実
績
状
況

は
。答

今
の
と
こ
ろ
持
ち
込
み
の

実
績
は
な
い
。

問
道
ば
た
林
業
は
地
産
地
消

の
観
点
か
ら
、
町
の
活
性

事
業
と
し
て
一
層
の
推
進
を
図
る

べ
き
で
は
。

答
町
単
独
事
業
の
み
ち
ば
た

林
業
は
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
財
源
と
し
て
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
国
の
補
助
事
業
に
も
限
界

が
あ
る
が
、
鳥
獣
被
害
防
止
策
と

し
て
引
き
続
き
事
業
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

問
チ
ッ
プ
生
産
施
設
が
稼
働

し
て
間
も
な
く
１
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
事
業
実
績

評
価
は
。

答
今
年
度
は
黒
字
見
込
み
で

あ
り
、
２
人
の
雇
用
が
発

生
し
た
。

▲基盤整備工事中

▲ワクチン集団接種会場

問答
豪
雪
に
よ
る
農
林
業
振
興
対
策
は

必
要
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

問
工
事
が
遅
れ
、
作
付
け
が

難
し
い
状
況
に
な
っ
た
場

合
、
概
に
作
付
け
を
見
込
み
準
備

し
て
い
る
営
農
家
に
対
す
る
支
援

策
は
。

答
作
付
け
で
き
る
前
提
で
事

業
を
進
め
て
い
る
が
、
現

時
点
で
は
農
家
に
対
す
る
支
援
策

は
考
え
て
い
な
い
。
難
し
い
状
況

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
必
要
な
支

援
策
を
検
討
し
た
い
。

問
工
事
が
遅
れ
る
と
鳥
獣
被

害
対
策
用
の
電
気
柵
等
の

設
置
、
用
水
路
な
ど
の
管
理
に
影

響
は
出
な
い
か
。

答
鳥
獣
被
害
設
置
は
田
植
え

が
終
わ
っ
て
か
ら
な
の
で

直
接
的
に
は
大
き
な
影
響
は
な
い

と
思
う
。

�

吉田		修		議員

問
接
種
日
に
、
接
種
済
み
証

は
配
布
さ
れ
た
が
、
保
存

や
携
帯
が
可
能
な
カ
ー
ド
タ
イ
プ

の
作
成
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
カ
ー
ド
等
の
証
明
書
の
発

行
は
、
そ
の
効
力
や
住
民

の
煩
雑
化
を
考
慮
す
る
と
効
果
は

期
待
で
き
な
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
後
、
行
動
制

限
の
緩
和
に
と
も
な
い
証
明
書
の

提
示
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
町
独

自
の
証
明
書
の
作
成
を
望
ま
し
い

の
で
は
な
い
か
。

答
今
後
県
が
統
一
し
た
形
を

示
せ
ば
町
と
し
て
考
え
る

が
、
現
状
で
の
効
果
や
効
力
は
難

し
い
。

問
町
で
は
消
費
喚
起
生
活
支

援
、
燃
料
支
援
の
た
め
の

商
品
券
を
配
布
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
完
全
収

束
に
は
時
間
が
か
か
る
も
の
と
思

う
の
で
、
今
後
も
生
活
支
援
の
更

な
る
支
援
へ
の
考
え
は
あ
る
か
伺

う
。答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

感
染
が
高
止
ま
り
に
あ
り
、

ま
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
攻
な
ど
で
更
な
る
燃
料
費

の
高
騰
も
予
想
さ
れ
る
な
か
国
か

ら
の
指
示
が
あ
れ
ば
町
と
し
て
考

え
た
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

他
市
町
に
先
駆
け
３
回
目
の
接
種

が
終
了
し
た
が
、
一
部
の
町
民
か

ら
要
望
の
あ
っ
た
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
証
明
書
の
発
行
の
考
え
は
な
い

か
。答

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
後
、
会

場
で
配
布
し
て
い
る
「
ワ

ク
チ
ン
接
種
済
み
証
」
を
証
明
書

と
し
て
利
用
可
能
で
あ
る
。

問
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
電
子
版
接
種
証
明
書
へ
の
対

応
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
推
進
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

リ
か
ら
証
明
書
を
表
示
で

き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
普
及
も
含
め
指
導
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

問答
町
独
自
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
の
発
行
は

国
や
県
の
今
後
の
対
応
を
見
極
め
た
い

梅津		政志		議員
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　３月定例会の傍聴者
は、１名でした。

　
今
年
の
冬
は
思

い
の
ほ
か
雪
が
多

く
、
住
民
の
皆
様

に
は
、
除
排
雪
作

業
に
ご
苦
労
さ
れ
た
も
の
と
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　
４
月
に
入
り
、
庭
の
花
壇
で
は
、

ク
ロ
ッ
カ
ス
や
福
寿
草
の
花
が
咲
き

ほ
こ
ろ
び
始
め
、
春
の
到
来
を
感
じ

さ
せ
て
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
や
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
、

全
世
界
に
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
絶
え
ま

せ
ん
。

　
議
会
と
し
て
も
、
毎
日
を
平
穏
に

暮
ら
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
住
民

の
皆
様
と
永
く
続
け
ら
れ
る
こ
と
を

願
い
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
進
め
て

行
き
ま
す
。
　
　
　
　
　（
五
十
嵐
）

編集
後記

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　委
員
長
　
吉
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修

　
副
委
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五
十
嵐
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夫

　
委
　
　員
　
梅
　
津
　
政
　
志

　
委
　
　員
　
渡
　
部
　
英
　
幸

あなたも議会を傍聴してみませんか？
　どなたでも議会を傍聴することができ、議員がどのような活動をしているのか、目の前で実
際に見ることができます。
　次回の議会は 令和４年６月７日から９日 の日程で、第２回定例会を開催予定です。
傍聴に関して、また詳細な内容は、七ヶ宿町議会事務局までお問い合わせください。

〜
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
か
ら
12
年
〜

　
仙
台
の
大
学
を
卒
業
後
、

仙
台
に
就
職
し
暮
ら
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
31
歳
の
春
に

町
へ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
が
小
学
校
１
年
生
の
時

に
七
ヶ
宿
ス
キ
ー
場
が
オ
ー

プ
ン
し
、
ス
キ
ー
が
大
好
き

だ
っ
た
私
は
毎
日
の
よ
う
に

滑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
人
に
な
っ
て
か
ら
、
ス

キ
ー
場
で
働
き
た
く
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

居
心
地
が
良
く
、
大
好
き
な

仲
間
が
た
く
さ
ん
い
る
。
単

純
に
七
ヶ
宿
が
好
き
で
戻
っ

て
き
た
の
で
す
。

　
今
は
「
道
の
駅
・
七
ヶ
宿
」

に
転
職
し
、
お
客
様
へ
町
の

特
産
品
の
販
売
や
、
情
報
発

信
を
し
て
い
ま
す
。

　
春
の
桜
、
夏
の
避
暑
地
、

秋
の
紅
葉
、
冬
の
レ
ジ
ャ
ー
、

想
像
以
上
の
来
客
数
に
驚
い

て
お
り
ま
す
。
道
の
駅
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
生
か
し
、
大
好

き
な
町
の
魅
力
を
多
く
の

方
々
に
発
信
し
て
い
く
の
が

私
の
使
命
だ
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
み
な
さ
ん
で
他
の
地
域
か

ら
移
住
し
た
い
と
思
わ
れ
る

よ
う
に
、
住
民
の
熱
量
を
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

か
ら
も
自
然
豊
か
で
ゆ
っ
く

り
時
間
の
流
れ
る
素
敵
な
場

所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
生
活
し
て
い
る
私

た
ち
が
幸
せ
に
過
ご
す
こ
と

が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

「
き
れ
い
な
空
気
、
き
れ
い
な

水
、
豊
か
な
自
然
、
満
天
の

星
空
」
身
近
な
当
た
り
前
の

中
に
、
実
は
と
ん
で
も
な
い

可
能
性
を
秘
め
た
町
が
七
ヶ

宿
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

瀬見原地区　村上 智昭 さん
むらかみ ともあき


